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第 l 章では、 1910年代のサイレント期のアメリカ映画において、「日本人」というマイノリティを、当時の銀幕の























































ところでもある o アメリカ映画の世界規模の流通力を考えると、その影響の強さを危慎しないわけには L 、かないが、
mass を対象とした映画には、ある種のイメージを創り上げ、その流布に貢献するということは避けられない性質で
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あるともいえよう。
論文審査の結果の要旨
本論文は、アメリカ映画の中に登場する日本人が、 1910年代のサイレント映画の時代から今日までどのように描か
れてきたかに焦点を当て、そのイメージの変遷を通じて、アメリカ映画という映像テクストに表現されたアメリカの
日本人観の変化を明らかにしたものである。
筆者はアメリカ社会における映画の位置の変化、日米両国をとりまく国際関係や両国関係の推移といったグローバ
ルな視点を保ちつつ、映画の草創期から現代までを、第二次大戦前、大戦中、大戦後の 3 つの時期に区分し、それぞ
れの時期に制作されたアメリカ映画に特徴的な日本人イメージと全期間を通じて変わることのないイメージを取り出
し、それぞれに的確な解釈を与えている点が高く評価できる。
筆者は、アメリカ映画の中の日本人像を解明するため、アメリカのアーカイヴなどを徹底的に調査し、多くの関係
映画を新たに発掘した。またそれらを実際に試写し、それぞれの映像を綿密に分析しているo さらに日本人だけでな
くアジア系の人物を主人公とする数多くの映画を新たに議論におり込み、その中で、日米関係の悪化がアメリカ映画
における日本人イメージの悪化と、日本人以外のアジア系人物のイメージの改善をもたらせた意味をも明らかにして
いる点も評価できる。
さらにこの論文の貢献は、日本人一般ではなく、アメリカ映画における洗練と野蛮の同居という二面性をもっ日本
人男性と、「蝶々夫人」に代表される日本人女性に対するイメージの違いがもっ問題をも検討したことである。
勿論、これらの問題については、映画というジャンル以外にも明治以来多くの先行する日本人イメージの形成があ
り、これら主としてヨーロッパ系の人々の言説とハリウッドで作り出された大衆的娯楽としてのアメリカ映画におけ
るイメージの違いの意味がさらに追求される必要があるなど、いくつかの間題は残されている。
とはいえ、本論文のすぐれた成果は損なわれるものではな L、本審査委員会は本論文を博士(言語文化学)の学位
を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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